別紙様式３－１（規程第２３条関係）
有機農産物生産行程管理者認証申請書
　　年　　月　　日
　　石川県知事　　　　　　　　　　様
有機農産物の生産行程管理者として認証を受けたいので、日本農林規格等に関する法律(昭和２５年法律第１７５号)第１０条第２項の規定により、下記のとおり申請します。
記
　１　生産行程管理者の氏名又は名称及び住所
	
	　　　氏　　　名
	
	

	
	※法人・団体にあっては
	
	

	
	　その名称
	                                            
	

	
	　　　住　　　所
	
	

	
	※法人・団体にあっては事業
	
	

	
	　所の所在地
	
	

	
	　ＴＥＬ

	（　　　）　　　－

	　ＦＡＸ

	（　　　）　　－

	


　２　格付を行おうとする農林物資の種類
有機農産物
　３　当該農林物資の生産を行うほ場又は事業所の名称及び所在地
当該農林物資の生産を行うほ場又は事業所の名称及び所在地(様式Ａ)のとおり
        【添付資料】
	
	様式番号

	                       種　　類

	添付

	

	
	様式Ａ１

	ほ場周辺図

	
	

	
	様式Ａ２

	対象ほ場の地図

	
	

	
	様式Ａ３

	水系図及び用排水図(水田に限る)

	
	

	
	様式Ａ４

	航空防除実施団体の｢有機農産物生産に係る承諾書｣

	
	


　４　省令第２３条各号に掲げる事項
　（１）生産及び保管に係る施設
          生産及び保管に係る施設(様式Ｂ)のとおり
        【添付資料】
	
	様式番号

	                       種　　類

	添付

	

	
	様式Ｂ１

	施設等の図面

	
	


　（２）生産行程の管理又は把握及び格付の実施方法
          生産行程管理規程(様式Ｃ)のとおり
        【添付資料】
	
	様式番号

	                       種　　類

	添付

	

	
	様式Ｃ１

	構成員の一覧表

	
	

	
	様式Ｃ２

	組織・機構図

	
	

	
	様式Ｃ３

	栽培基準

	
	

	
	様式Ｃ４

	使用資材リスト

	
	

	
	様式Ｃ５

	使用種苗リスト

	
	

	
	様式Ｃ６

	使用機械リスト

	
	

	
	様式Ｃ７

	有機農産物生産計画書

	
	

	
	様式Ｃ８

	格付規程

	
	

	
	様式Ｃ９

	格付実績報告書

	
	


　（３）生産行程の管理又は把握及び格付を担当する者の資格及び人数
          生産行程の管理又は把握及び格付を担当する者の資格及び人数(様式Ｄ)
　　　　のとおり
        【添付資料】
	
	様式番号

	                       種　　類

	添付

	

	
	様式Ｄ１

	履歴書

	
	

	
	様式Ｄ２

	誓約書

	
	


　５　その他

（１）過去に申請した認証の有無及び現在の認証状況（廃止及び取消し、一時停止等を含む）

（２）認証合意書（別紙様式３－３）
様式Ａ
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
当該農林物資の生産を行うほ場又は事業所の名称及び所在地
	圃場番号

	ほ場の所在地

	面積(a)

	生産者名

	転換時期


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	（申請の合計）
　①　ほ場；　　　面積　　　　　　ａ　　筆数　　　　　　筆
　②　生産者数；　　　　　　　　　人


[作成上の注意（様式Ａ）]
　１　ほ場数が多い場合には、別に一覧表を添付する。
　２　「ほ場番号」は、申請毎の通し番号とし、ほ場図等に合わせる。
　３　「所在地」は、市町村名から記入する。(金沢市○町 △丁目×番地、穴水町◇◇ ▽番地など)
　４　「転換時期」は、有機農産物の生産に転換した年月を記入する。
　　※　申請日以前に転換した場合は、その旨を証明する書類（他の認証団体の認証通知又　　　は過去の栽培記録等）を添付すること
　　　　ただし、過去の栽培記録のみで証明する場合は、書類上において内容に間違いない　　　旨を記すとともに署名、捺印すること
　　　　なお、現地確認の際に、栽培記録と資材の購入伝票等の関係書類により確認を実施　　　する。
　５　ほ場ごとにＪＡＳ法に基づく有機農産物の生産ほ場である旨を明記した看板を設置する。（参考様式参照）
（様式Ａ　参考様式）
ほ場看板様式
	ＪＡＳ法に基づく有機農産物生産ほ場

	登録認証機関
	石川県
	認証番号
	

	生産行程管理者
	

	連絡先
	（　　　　　）      －

	生産者氏名
	

	連絡先
	（　　　　　）      －

	圃場番号
	


[留意事項]
  １　看板の大きさは、Ａ４サイズ(30cm×20cm)以上、材質は型くずれしにくい　　ものとすること
　２　圃場の目立つ場所に設置すること
　３　看板は、常時設置すること
　４　｢認証番号｣、｢生産行程管理者｣、｢圃場番号｣は、認証書のとおり記載すること
様式Ａ１ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
ほ場周辺図
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


[作成上の注意（様式Ａ１）]
　１　各ほ場、農機具置き場、資材庫、育苗場所等がどのような位置関係にあるのか、近　　　隣の土地の使用状況等が分かるように記載する。
　２　近隣にある河川、工場、ゴルフ場、焼却施設等を記載する。
　３　方位及びほ場番号を記載する。
　４　住宅地図のコピー等に必要事項を記入してもよい。
様式Ａ２ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  対象ほ場の地図
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


[作成上の注意（様式Ａ２）]
　１　対象ほ場の隣接地からの汚染の危険性の有無等を確認できるように作成する。
　２　用水の入水口及び排水口を記載する。
　３　隣接したほ場の利用状況(有機か非有機か、水田か畑か等)を記載する。
　４　方位、風向き、隣接ほ場等との距離及びほ場番号を記載する。
　５　緩衝地帯の設置が必要な場合には、図面上に緩衝地帯の位置とその幅を記載する。
　６　浄化水田の設置が必要な場合には、図面上に浄化水田の位置とその幅を記載する。
様式Ａ３ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  水系図又は用排水図（水田に限る）
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


[作成上の注意（様式Ａ３）]
　１　用水が、他の慣行農法の水田からの影響を受けないかどうか、またその可能性がある　　場合、どのような処置をとっているかが分るように記載する。
　２　用水の取水場所を確認できるように記載する。
　３　方位及びほ場番号を記載する。

様式Ａ４
航空防除実施団体の｢有機農産物生産に係る承諾書｣
　下記ほ場における有機農産物の生産について了承し、農薬の飛散防止に関する対策を講じることを承諾します。
                                       記
	
	生産者名
	ほ場の所在地
	ほ場面積
	作物名
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　　　　　　　年　　月　　日
      　   　　　　　　　　　　　　　様
                                              ○○航空防除協議会
                                                  会長　○○　○○　印
　　※航空防除実施区域から１００ｍ以内のほ場の場合に提出する。
様式Ｂ  
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  生産及び保管に係る施設
	
	
	
	
	個人
	有機専用
	

	施設名
	施設NO
	規　模
	所　在　地
	共同
	
	備　考

	
	
	
	
	委託
	慣行併用
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	納屋
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	倉庫
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	集出荷場
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	保冷庫
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	

	
	
	
	
	個人
	
	

	
	
	
	
	共同
	
	

	
	
	
	
	委託
	
	


[作成上の注意（様式Ｂ）]
　１　生産から出荷までに利用する全ての施設について記載する。
　　※　現地確認において輸送、選別、調整、貯蔵、包装、保管等に係る施設が、作業等に必要　　　な広さを有しているか、汚染の危険性はないかについて調査する。
　２　施設数が多い場合には、別に一覧表を添付する。　
　３　「所在地」は、市町村名から記入する。(金沢市○町 △丁目×番地、穴水町◇ □◇▽番地など)
　４　備考欄には、施設の利用方法又は保管する機械等を記載する。
　５　作業を外部委託している場合は、ＪＡＳ規格に準拠した生産方法に基づき生産業務が行わ 　　れている旨を明記した委託契約書等の写しを添付しておくこと(別添参考様式参照)

（様式Ｂ　参考様式）
業 務 委 託 契 約 書
　ＪＡＳ法に基づく有機農産物の生産に際し、私生産行程管理者　　　　　　　　は、
外部の生産行程管理者　　　　　　　　に対して、生産業務の一部について、下記の
とおり委託契約します。
記
１．委託業務内容
　(1) 農産物名　　　　　　　　　　　
　(2) 数量　　　　　　　　　　　　　
　(3) 作業名
　　①　　　　　　　　　　　　　　　
　　②　　　　　　　　　　　　　　　
　　③　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・
                      ・
                      ・
２．生産方法は、ＪＡＳ規格に準拠したものとする。
３．本契約の有効期間は、本契約締結の日から○年とする。ただし、期間満了の日か　
　ら○か月前までにいずれから何ら申し出のない場合は、同一条件をもってさらに
　
　○年延長されるものとし、以後も同様とする。
　　　　　　　年　　月　　日
委託者：住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　㊞
受託者：住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　㊞
様式Ｂ１  
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  施設等の図面
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


[作成上の注意（様式Ｂ１）]
　１　作成する図面は間取を明確にした平面図とし、２階建（中２階も含む）以上の場合は　　側面図を作成する。
　　　加えて、図面の中に施設の規模（間口、奥行、高さ等）を記載する。
　２　機械及び資材並びに製品（生産物）等の配置を明記するとともに、作業及び製品の流　　れについても記載する。
　３　米などのように、収穫から製品となるまで複数の機械を経由する農産物については、　　作業フローを添付する。
　４　業務委託している場合についても、個人使用又は共同使用同様に、上記と同様な図面を作　　成する。
様式Ｃ
　　　　　　　　　　　                              　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
生産行程管理規程
	作成項目
	記載する内容

	生産行程管理の方針
	

	構成等
	

	生産行程管理担当者・責任者
	

	格付担当者・責任者
	

	栽培基準
	

	栽培計画
	

	生産行程管理の
実施
	

	格付の実施
	

	記録の保存及び提出
	

	苦情処理に関する事項
	

	監査の受審
	

	規程の見直し
	

	その他
	


（記入例）
 様式Ｃ
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
生産行程管理規程
	作成項目
	記載する内容

	生産行程管理の方針
	　ＪＡＳ法に基づく有機農産物についての生産行程管理者の認証の技術的基準に沿った生産行程の管理等を適正に行う。

	構成等

	１．構成、役職等　（添付；様式C1 構成員の一覧表）
２．管理体制　　　（添付；様式C2 組織・機構図）
３．グループの規程（添付；様式C3 グループの規程）

	生産行程管理担当者・責任者

	１．各分会ごとに生産行程管理担当者をおく。
２．生産行程管理担当者は、各生産者に生産行程管理記録の作成を指導す　るとともに、その生産を把握する。
３．生産行程管理担当者は、登録認証機関が開催する講習会を受講する。
４．生産行程管理担当者の中から、生産行程管理責任者を１名定め、各生　産行程管理記録を取りまとめる。

	格付担当者・責任者

	１．各分会ごとに１名以上の格付担当者をおく。
２．格付担当者は、格付規程に基づいて格付を行う。
３．格付担当者は、登録認証機関が開催する講習会を受講する。
４．格付担当者の中から格付責任者を１名定め、各格付担当者の出荷・格　付記録を取りまとめる。
５．格付責任者は、毎年６月末までに、前年度の格付実績を登録認証機関　に報告する。

	栽培基準

	１．当会で生産する有機農産物の栽培方法は、ＪＡＳ規格に準拠したもの　とし、別途「栽培基準」として定める。
２．当会の生産者は、「栽培基準」に従って栽培を行う。
３．栽培基準は、適宜見直しを行うものとする。

	栽培計画

	１．生産行程管理者は、毎年各生産者の作付け計画を取りまとめ、栽培計　画を作成する。
２．生産行程管理者は、毎年度２月末までに当年度の栽培計画を登録認証　機関に提出する。


	生産行程管理の
実施
	１．各生産者は、日誌等により栽培記録をつける。
２．生産行程管理担当者は、各生産者を適宜訪問し、生産状況と栽培基準　の照合及び記録の確認を行う。
３．生産行程管理担当者は、各生産者の栽培記録を集約し、生産行程管理　責任者へ報告する。
４．生産行程管理担当者・責任者は、常時栽培記録の写しを保持する。
５．訪問の結果、認証を受けたほ場や農産物がＪＡＳ規格に適合しないこ　とが明らかになった場合は、生産行程管理担当者はその旨を速やかに生　産行程管理責任者へ報告し、生産行程管理責任者はその旨を速やかに登　録認証機関へ報告する。

	格付の実施

	１．格付担当者は、格付規程に基づいて格付を行う。
２．格付担当者は、格付を行ったときは、出荷・格付記録をつける。
３．格付検査の結果、農産物がＪＡＳ規格に適合していないことが明らか　になった場合は、格付担当者は出荷停止、有機表示の除去等適切な指示　を行う。

	記録の保存及び提出

	　　記録は、３年以上保存する。
　①　生産行程管理記録（参考様式１参照）
　②　出荷・格付記録（参考様式２参照）
　③　ほ場図、ほ場周辺図、施設の図面等
　④　使用資材の資料、購入伝票
　⑤　出荷伝票

	苦情処理に関する事項
	１．有機ＪＡＳ規格への適合が疑われる全ての苦情に対する処理担当者を定め、受け付けた苦情は全て処理担当者へ報告する。
２．処理担当者は、苦情の原因を究明し、その結果再発防止対策を立て、相手に報告する。
３．処理担当者は、苦情の対応を記録に残し、保存する。
４．苦情の記録は、登録認証機関の求めに応じて開示する。

	監査の受審

	１．登録認証機関が実施する監査を受審し、これに協力する。
２．指摘された事項に対し是正措置を講ずるとともに、改善内容を報告す　る。

	規程の見直し

	　　規程は、次により見直しを行う。
　①　登録認証機関から見直しの指示を受けたとき
　②　規程による年度ごとの見直し
　③　その他生産行程管理責任者が必要と認めたとき

	その他

	１．生産行程の管理業務は、原則として当会のメンバーが行うものとする　が、外部に業務の一部を委託する場合は、内容を明記した契約書を取り　交わしこれを保存する。
２．委託する場合は、その旨を登録認証機関に報告し、契約書の写しを提　出する。また、委託先の管理状況を常に把握するとともに、委託先の管　理記録等の写しを保持する。


（様式Ｃ　参考様式１）
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
　　　年度　　生産行程管理記録
登録内容
	生産者名
	作物名
	ほ場番号
	ほ場面積(a)
	栽培面積(a)
	生産行程管理担当者

	
	
	
	
	
	


栽培記録
	作業月日
	作業内容
	使用種苗・資材及び機械・器具
	機械類の清掃整備等（日付）

	
	
	種苗・資材名及び機械・器具名
	数量
	入手先
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[作成上の注意（様式Ｃ　参考様式１）]
　１　土づくりから収穫までの作業及び収穫以降の調製作業等（乾燥調製・籾摺り等）についてほ場ごと（同じ管理をするロットごと）に作成する。
　２　基本的に１つの欄には、作業ごとに１日単位で記載する。
　　　ただし、１つの作業を複数日にまたがって行った場合は、１つの欄に開始日と完了日を記　　載しても良い。
　３　「種苗・資材名及び機械・器具」は、ラベル等に表示してある名称を記載する。
　４　「数量」は、１０ａ当たりの資材の使用量を記載する。
　５　「入手先」は、資材等を購入した業者等の取引先を記載する。

（様式Ｃ　参考様式１－２）
     　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　年　　月　　日　作成 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産行程管理者：　　　　　　 
対象ほ場番号：　　　　　　　　　　　　
品種：　　　　　　　　　　　　　　　
　  年度　　とう精記録
	精米機清掃日
	とう精
月日
	原料玄米
	製品
	備考

	
	
	検査
等級
	在庫数量
（ｋｇ）
	使用
量目
	数量
（袋）
	袋詰
精米
	数量
（袋）
	合計
(ｋｇ)
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


［作成上の注意事項（様式Ｃ　参考様式１－２）］
１　とう精作業について、作業日及び製品荷姿（30kg袋、10kg袋等）ごとに記載する。
２　有機・非有機で精米機を併用する場合は必ず事前に清掃し、記録する。
（様式Ｃ　参考様式２）
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
　　年度　出荷・格付記録
登録内容
	生産者名
	
	格付担当者名
	

	作物名
	

	作業場所
	

	保管場所
	

	格付場所
	

	対象ほ場
	ロット番号
	合計面積（ａ）
	対象圃場番号

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


出荷・格付記録
	作業月日
	作業内容
	数量
	ロット番号
	JASマーク使用枚数
	格付

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	備考



[作成上の注意（様式Ｃ　参考様式２）]
　１　小分け以後出荷までの作業について、作物ごとに作成する。
　２　基本的に１つの欄には、作業ごとに１日単位で記載する。
　　　ただし、１つの作業を複数日にまたがって行った場合は、１つの欄に開始日と完了日を記　　載しても良い。
　３　「作業場所名」、「保管場所」、「格付場所」が複数ある場合は、番号を付して全てを記載する。
　４　「格付」は、格付担当者が格付後に確認のため押印する。
　５　「備考欄」はJASマークを付した包装等の在庫を記載する。
　　※　別途、受払簿を作成すること
様式Ｃ１ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  構成員の一覧表
	
	
	
	生産規模
	
	

	氏名
	住所
	電話番号
	
	役職等
	

	
	
	
	圃場数

	面積(a)

	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


[作成上の注意（様式Ｃ１）]
　１　生産、生産行程管理、格付に携わる全ての構成員を記入する。
　２　１農家が生産行程管理者になる場合には省略してもよい。
　３　役職等欄には、グループ内の役職や構成員相互の関係を記入する。
様式Ｃ２ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
組織・機構図
	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


[作成上の注意（様式Ｃ２）]
　・　グループの規程等を添付する。
（記入例）
様式Ｃ２ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
組織・機構図（記入例）
	

	

	

	  ※｢石川有機米生産組合(会員：生産者５人)｣が生産行程管理者になる場合

	

	

	
	生産行程管理者

	

	
	  石川有機米生産組合
	

	
	  代表　石川　太郎

	

	
	

	
	
	

	
	生産行程管理責任者
	
	格付責任者
	

	
	  　石川　二郎
	
	　　兼六　花子
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	     　生産者
	

	
	     石川太郎、石川二郎、兼六花子、医王大作、能登光
	

	
	
	

	

	

	


 [作成上の注意（様式Ｃ２）]
　・　グループの規程等を添付する。
様式Ｃ３
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
栽　培　基　準
	作成項目
	記載する内容

	栽培方針
	

	種苗
	

	育苗管理
	

	肥培管理
	

	病害虫・雑草防除
	

	一般管理
	

	生産に使用する機械・器具
	

	輸送、選別、調整、洗浄、貯蔵、包装、その他の工程
	

	出荷
	


（作成要領）
様式Ｃ３
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
栽　培　基　準
	作成項目
	記載する内容

	栽培方針
	ＪＡＳ規格に基づいた有機農産物の生産

	種子
	１．種子の入手方法、更新方法
２．有機ではない種子を使用する場合、そのやむを得ない理由
３．遺伝子組換えの種子は使用しない旨
４．種子消毒の方法

	育苗管理
	１．育苗管理の方法（周辺から使用禁止資材が飛来し又は流入しない　ような措置を講ずる旨）
２．育苗床土の入手方法（有機に適合した床土、あるいは使用禁止資　材が使用されていない床土）
３．使用禁止資材は使用しない旨
４．土壌消毒及び育苗の方法
５．使用資材リストに掲げる資材以外を使用しない旨
６．接ぎ木を行う場合は接ぎ木の方法

	肥培管理
	１．肥培管理の方法
２．使用資材リストに掲げる資材以外を使用しない旨

	病害虫・雑草防除
	１．発生が予想される病害虫・雑草毎の防除の方法
２．非常時の防除の方法と決定の手順
３．使用資材リストに掲げる資材以外を使用しない旨

	一般管理
	　土壌又は植物には使用禁止資材を施さない旨


	生産に使用する機械・器具
	１．作業毎の使用する機械・器具
２．有機・非有機に共有する場合はその洗浄方法

	輸送、選別、調整、洗浄、貯蔵、包装、その他の工程
	１．収穫方法
２．収穫後の処理方法（乾燥、洗浄、選別他）
３．輸送方法（輸送用車両の洗浄方法を含む）
４．包装方法（袋、段ボール等の荷姿を含む）

	出荷
	１．出荷方法
２．出荷先


様式Ｃ４ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  使用資材リスト
	対象作物名
	目的
	資材(商品)名
	入手先
	使用方法
	

	
	育苗管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	肥培管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	病害虫等防除
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	一般管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	育苗管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	肥培管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	病害虫等防除
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	一般管理
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[作成上の注意（様式Ｃ４）]
　１　栽培基準において定める使用資材について記入する。
　２　同一の栽培基準で栽培する作物毎にまとめて作成する。
　３　｢入手先｣には、自家製の資材の場合は｢自家製｣と記入し、原材料名及び製造方法がわ　　かる資料を添付する。
　４　有機農産物のＪＡＳ規格の別表に適合する資材であることが確認できる証明書を添付する。（参考様式１～５参照）
（様式Ｃ４　参考様式１）
[有機農産物の日本農林規格 別表１(肥料・土壌改良資材)]
　　年　　月　　日
　（生産行程管理者氏名）　様
住所
電話番号
製造業者又は販売業者名　　　　　㊞
担当者名
有機ＪＡＳ農産物の生産に係る使用資材製品内容証明書
　当社製品○○（当店販売の○○）については、別紙資料のとおり製造されたものであり、天然物質又は化学的処理を行っていない天然物質に由来するもの（燃焼、焼成、溶融、乾留又はけん化することにより製造されたもの並びに天然物質から化学的な方法によらず製造されたものであって、組換えＤＮＡ技術を用いて製造されていないもの）で化学的に合成された物質を添加せず製造されたものであり、有機農産物の日本農林規格に適合するものであることを証明します。
　なお、製造工程に変更があった場合については、速やかに連絡いたします。
添付書類
①　製造工程フロー
　　（基準に適合することが確認できるものであること）

②　原材料（基準に適合することが確認できるものであること）
③　普通肥料にあっては登録証又は仮登録証の写し
④　特殊肥料にあっては届出書の写しと届出受理通知の写し
	（作成上の注意事項）
①　内容、成分等を企業秘密として公開しないものは、使用を認められない。
②　本文中の当社製品○○（当店販売の○○）の○○には、製品名を記載すること
③　本文中の下線部は、有機農産物の日本農林規格の別表１の基準欄に従い記載す　ること
(例)バーク堆肥…化学的に合成された物質を添加していないものであること
    貝化石肥料…化学的に合成された苦土肥料を添加していないものであること



（様式Ｃ４　参考様式２）
[有機農産物の日本農林規格 別表２(農薬)]
　　年　　月　　日
　（生産行程管理者氏名）　様
住所
電話番号
製造業者又は販売業者名　　　　　㊞
担当者名
有機ＪＡＳ農産物の生産に係る使用資材製品内容証明書
　当社製品○○（当店販売の○○）については、別紙資料のとおり、有機農産物の日本農林規格 別表２に該当するもので、有機農産物の生産に適合するものであることを証明します。
　なお、登録内容に変更があった場合は、速やかに連絡します。
添付書類
　　登録証若しくは商品ラベルの写し
	（作成上の注意事項）
①　内容、成分等を企業秘密として公開しないものは、使用を認められない。
②　本文中の当社製品○○（当店販売の○○）の○○には、製品名を記載すること



（様式Ｃ４　参考様式３）
[有機農産物の日本農林規格 別表３(調製用等資材)]
　　年　　月　　日
　（生産行程管理者氏名）　様
住所
電話番号
製造業者又は販売業者名　　　　　㊞
担当者名
有機ＪＡＳ農産物の生産に係る使用資材製品内容証明書
　当社製品○○（当店販売の○○）については、別紙資料のとおり、有機農産物の日本農林規格 別表３に該当するもので、有機農産物の生産に適合するものであることを証明します。
　なお、製造工程等に変更があった場合については、速やかに連絡いたします。
添付書類
①　製造工程フロー
　　（基準に適合することが確認できるものであること）
	（作成上の注意事項）
①　内容、成分等を企業秘密として公開しないものは、使用を認められない。
②　本文中の当社製品○○（当店販売の○○）の○○には、製品名を記載すること



（様式Ｃ４　参考様式４）
[有機農産物の日本農林規格 第４条(育苗管理(育苗用土))]
　　年　　月　　日
　（生産行程管理者氏名）　様
住所
電話番号
製造業者又は販売業者名　　　　　㊞
担当者名
有機ＪＡＳ農産物の生産に係る使用資材製品内容証明書
　当社製品○○（当店販売の○○）については、別紙資料のとおり製造されたものであり、用土は過去３年以上の間、周辺から使用禁止資材が飛来又は流入せず、かつ、使用されていない一定の区域で採取され、採取後においても使用禁止資材が使用されていないものであり、有機農産物の生産に適合するものであることを証明します。
　なお、製造工程に変更があった場合については、速やかに連絡いたします。
添付書類
　製造工程フロー
（基準に適合することが確認できるものであること）
	（作成上の注意事項）
①　内容、成分等を企業秘密として公開しないものは、使用を認められない。
②　本文中の当社製品○○（当店販売の○○）の○○には、製品名を記載すること



（様式Ｃ４　参考様式５）
[認証生産行程管理者から県への提出用]
　　　年　　月　　日
　石川県知事　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　氏　名  （生産行程管理者氏名）　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　電話番号
有機ＪＡＳ農産物の生産に使用する資材について
　このことについて、別添のとおり、有機農産物の日本農林規格に適合するものであることを確認したので、使用資材として届け出ます。
添付書類
　①　有機ＪＡＳ農産物の生産に係る使用資材製品内容証明書の写し
　②　①の証明書に添付されている資料の写し
　③　使用資材リスト（様式Ｃ４）
様式Ｃ５ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  使用種苗リスト
	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	作物名
	・
	入手先
	・
	・
	入手困難な理由
	備考
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	種
	
	有　機
	組　換
	
	
	

	
	・
	
	・
	・
	
	
	

	
	苗
	
	非有機
	非組換
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


[作成上の注意（様式Ｃ５）]
　１　栽培基準において定める使用種苗について記入する。
　２　同一の栽培基準で栽培する作物ごとにまとめて作成する。
　３　｢種・苗｣には、種又は苗の該当する方を○で囲む。
　４　｢入手先｣には、自家製の資材の場合は｢自家製｣と記入し、使用資材及び育苗等方法が　　わかる資料を添付する。
　５　｢有機・非有機｣には、有機か否か該当する方を○で囲む。
　　　非有機の場合、入手困難な理由を必ず記載する。
　６　｢組換・非組換｣には、遺伝子組換え種苗か否か該当する方を○で囲む。

様式Ｃ６ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
  使用機械リスト
	機械名
	機械№
	能力
	保管場所
	個人
	有機専用
	備　考

	
	
	
	
	共同
	慣行併用
	

	トラクター
	
	
	
	
	
	

	管理機
	
	
	
	
	
	

	除草機
	
	
	
	
	
	

	田植機
	
	
	
	
	
	

	コンバイン
	
	
	
	
	
	

	トラック
	
	
	
	
	
	

	乾燥機
	
	
	
	
	
	

	籾すり機
	
	
	
	
	
	

	精米機
	
	
	
	
	
	

	脱穀機
	
	
	
	
	
	

	選果機
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


[作成上の注意（様式Ｃ６）]
　１　生産から出荷の過程で使用する機械全てについて記入する。
　２　備考欄には、導入時期、メーカー名等を記入する。
３　慣行併用の機械については、清掃方法等について記載した書類を添付

様式Ｃ７
     　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　年　　月　　日　作成　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産行程管理者：　　　　　　
　　　　　　年度有機農産物生産計画書
                                                                                        ①ほ場名　　　　　　　　　　　　
                                                                                        ②面　積　　　　　　　　　　　　
＜月別スケジュール＞
	月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３

	③
農
作
物
名
・
④
作業内容
・
⑤
使用資材
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	⑥農　作　物　名
	
	注１　　生産計画はほ場ごとに作成してください。
　　　　播種○、定植△、収穫□（□～□）施肥●、防除▲、枯死×により

記入する。
注２　　月別スケジュール表の⑤使用する資材は、肥料、農薬等の名称と使用量を記入してください。
注３＊　⑧で接ぎ木苗を使用する場合は台木と穂木を記入してください。
注４　　各自の様式で年間の生産計画を報告する場合は、ほ場ごとに①～⑪の項目を網羅して作成するようお願いします。


	⑦品　種　名
	
	

	⑧使用する種苗名＊
	
	

	⑨使用する種苗の使用量
	
	

	⑩予想収穫量（kg）
	
	

	⑪使用する機械器具の名　称及び管理方法
	使用機械リストによる
	


様式Ｃ８
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
格　付　規　程
	作成項目
	記載する内容

	格付の実施方針

	

	格付検査の準備

	

	格付検査の実施

	

	表示の確認

	

	適合品の取扱い

	

	不適合品の取扱い及び処置
	

	ＪＡＳマークの管理
	

	格付実績の報告

	


（様式Ｃ８　参考要領）
[image: image1.emf]格付の表示（有機ＪＡＳマーク）作成要領

　（１）Ａは5mm以上とする。
　（２）ＢはＡの2倍とし、ＤはＣの3/10とする。
　（３）「石川県」の文字の高さはＤと同じとし、幅はＢ以下とする。
　（４）認証番号は、「No. △△△△」と記載する。
　（５）認証者名は、原則として認証を受けた「生産行程管理者名」または　　　「小分け業者名」を記載する。
※　色は一色刷りとする（上図は計測しやすいように調整したもの）
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（記入例）
様式Ｃ８
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
格　付　規　程
	作成項目
	記載する内容

	格付の実施方針

	　ＪＡＳ法に基づく「有機農産物についての生産行程管理者の認証の技術的基準」及び「有機農産物の生産行程の検査方法」に沿った格付の適正な実施

	格付検査の準備

	１．各生産者は、事前に収穫及び収穫後の調整の計画を格付担当者に　　連絡する。
２．各生産者は、「栽培基準」に従い、収穫、調整及び袋詰等を行う。
３．各生産者は、袋詰が終了したとき、速やかに格付担当者に連絡する。
４．各生産者は、あらかじめ、過去３年間の生産行程管理記録、農作　　業日誌、資材購入伝票等を準備する。


	格付検査の実施

	１．格付担当者は、次の手順により格付けを実施する。
　①　生産行程管理記録は、格付を受ける品目に間違いはないか、また　　定められたとおりに記載されているか確認する。
　②　記載に不備がある場合は、改善するよう生産行程管理担当者又は　　生産者に指示する。
　③　記録の内容と栽培基準を照合し、栽培基準どおりに生産が行われ　　たかどうかを確認する。
２．格付は、原則として生産行程管理担当者及び生産者の立ち会いのも　とで実施する。

	表示の確認

	・格付担当者は、次の手順により表示を確認する。
　1)袋等が、指定の物であるかを確認する。
　2)袋等毎にロット番号が記載されているかを確認する。

	適合品の取扱い

	１．格付及び表示の確認を行った結果、農産物がＪＡＳ規格に適合して　いる場合、格付担当者は、ロットごとに出荷・格付記録に押印する。
２．出荷可能である旨を生産者又は生産行程管理担当者に伝える。
３．格付後の荷口は、有機ＪＡＳ規格に適合するよう保管を行い、出荷の際は記録と照合する。また、他の荷口と混合しないようにする。

	不適合品の取扱い及び処置

	１．格付及び表示の確認を行った結果、
　①　農産物がＪＡＳ規格に適合しない場合は、
　　・　基準通りでない理由を確認し、格付責任者に内容を報告する。
　　・　生産者又は生産行程管理担当者に対しては、ＪＡＳマーク及び　　　有機表示を付さずに出荷するよう指示する。


	不適合品の取扱い及び処置

	　②　栽培基準に適合していないが、ＪＡＳ規格に適合している場合　　　は、
　　・　基準どおりでない理由を確認し、格付責任者に内容を報告する　　　とともに、生産行程管理責任者を通じて、登録認証機関の指示を　　　あおぐ。
２．不適合品の処置については、内容及び経過を出荷・格付記録に記載　し、格付担当者の署名を行う。

３．格付後の荷口が何らかの理由により有機ＪＡＳ規格に適合しなくなった場合には、直ちにＪＡＳマーク及び有機表示を除去又は抹消し、保管又は処分する。

４．出荷後の荷口が有機ＪＡＳ規格に適合しないことが明らかになった際には、販売先等に不適合となった旨を通知し、ＪＡＳマーク及び有機表示の除去等を依頼するとともに、対応内容を記録に残す。

	ＪＡＳマークの管理
	１．格付担当者は、有機ＪＡＳ規格第５条に適合した表示、「飲食料品及び油脂の格付の表示の様式及び表示の方法」に定める有機ＪＡＳマーク様式に適合するものを手配する。（有機ＪＡＳマーク様式を添付する。）
２．ＪＡＳマーク(シール)又はＪＡＳマークを印刷した袋等については常に在庫を把握し、出荷・格付記録に使用量及び在庫量を記載する。

	格付実績の報告

	１．格付規程は、必要に応じて見直しを行い、見直した場合は登録認証　機関に提出する。
２．毎年6月末日までに、その前年度の格付実績及び認証に係る面積を登録認証機関に報告する。


様式Ｃ９ (生産行程管理者用)
有機農産物格付実績報告書
　　年　　月　　日　
  石川県知事　　　　　　　　　様
住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　
団体等にあっては　　　　　　　　　　　　　

事務所の所在地　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　               　　　　　　　　
団体にあっては　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  その名称　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　―　　　―
Ｆ Ａ Ｘ：      ―　　　―
認証番号：
  有機農産物格付実績及び認証に係るほ場の面積を、下記のとおり報告します。
記
①　認証に係るほ場の面積：田　　　　　　（ａ）、畑　　　　　（ａ）
②　農産物名：　　　　　　　　　　　　　　　　
③　生産期間：　　　　年４月～　　　　年３月
④　生 産 量：　　　　　　　kg
⑤　格付実績（　　　　年４月～　　　　年３月）
	格付月日

	品種名

	ロット
名　　

	格付数量（荷姿別）
	格付量
    (kg)

	Ｊ Ａ Ｓ
マ ー ク
使用数(枚)

	
	
	
	（　　　　）

	（　　　　）

	（　　　　）

	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


⑥　在 庫 量：　　　　　　　kg（　　　　年３月末現在）
注１　報告は、農産物毎に作成すること
注２　前年度以前に生産した農産物の格付があった場合は、別に作成すること
注３　ロットとは、採取日、ほ場、乾燥、貯蔵等により、まとまりとして管理している農産物のこと
注４　ほ場面積は３月末時点で認証を受けているほ場の面積を、田と畑に区分して記載すること

様式Ｄ 
     　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　年　　月　　日作成　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        生産行程管理者：　　　　　　　　
生産行程の管理又は把握及び格付を担当する者の資格及び人数
　１　生産行程の管理又は把握を担当する者の資格及び人数
	   氏　　名

	        住　　所

	  講習会受講の有無

	   備考

	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　注１　生産行程管理責任者には、｢備考｣欄に○印を付すこと
　注２　講習会受講｢有｣の場合は、修了証の写しを添付すること
　注３　各担当者の履歴書を添付すること
　２　格付を担当する者の資格及び人数
	   氏　　名

	        住　　所

	  講習会受講の有無

	   備考

	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　注１　格付責任者には、｢備考｣欄に○印を付すこと
　注２　講習会受講｢有｣の場合は、修了証の写しを添付すること
　注３　各担当者の履歴書を添付すること　
様式Ｄ１
 生産行程管理者：　　　　　　　　　
	  履歴書                  　年  　 月　 　日現在
	写　　　真
貼り付け欄

	

	
	ふりがな
	※男・ 女
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	生年月日　　　　年　　　月　　　日（満　　　才）
	
	
	

	
	
	

	
	ふりがな
	電話


	
	現住所 〒

	

	
	
	（　　　　　）
     －

	
	ふりがな
	電話


	
	連絡先 〒

	

	
	
	（　　　　　）
     －


	年
	月
	免許・資格（生産に関するもの）

	
	
	

	
	
	


	
	年
	月
	学歴・職歴（各別にまとめて書く）

	学
歴

	
	
	 （中等学校）


	
	
	
	  (高等学校)


	
	
	
	 （専門学校[選考学科、学部等]）


	
	
	
	 （大学[選考学科、学部等]）


	
	
	
	

	職
歴

	
	
	 （農業生産）


	
	
	
	 （農業生産に関する指導、調査、研究）


	
	
	
	


	講習会終了日
	講　習　会　実　施　機　関
	備　考

	
	
	


記入注意　１．鉛筆以外の青または黒の筆記具で記入
    　　　２．※印のところは○でかこむ。
          ３．年月は、｢Ｈ２年４月～Ｈ５年３月｣など期間を記入する。
様式Ｄ２
誓　　約　　書
　私は、日本農林規格等に関する法律（以下「ＪＡＳ法」という。）に基づいて、石川県から生産行程管理者としての認証を受けるにあたり、業務規程第２２条第２項に規定する以下の事項等について遵守又は同意するとともに、適正な有機農産物の生産行程管理を行うことを誓います。

記

１　認証に係る事項が認証の技術的基準に適合するように継続的に維持すること及び格付される農産物が継続してＪＡＳ規格を満たすこと。

２　格付の表示に係るＪＡＳ法を遵守すること。

３　ＪＡＳ法第３９条の規定による農林水産大臣の命令に違反し、又はＪＡＳ法第６５条第２項の規定による報告若しくは物件の提出をせず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出をし、若しくは同項若しくはＪＡＳ法第６６条第２項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくはこれらの規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をしてはならないこと。
４　認証事項を変更し、又は格付業務を廃止しようとするときは、あらかじめ知事に通知すること。なお、本号を含め生産行程管理者に課せられる責務が解除されるのは、格付業務廃止届が石川県に達した日の３０日後であること。
５　他人に認証を受けている旨の情報の提供をするときは、認証に係る農林物資以外の製品について、県の認証を受けていると誤認させ、又は県の認証の検査の内容その他認証に関する業務の内容について誤認されるおそれのないようにすること。

６　他人に認証を受けている旨の情報の提供を行うときは、認証に係る農林物資が当該農林物資の日本農林規格に適合していることを示す目的以外の目的で行ってはならないこと。

７　知事が５又は６の条件に違反すると認めて情報の提供の方法の改善又は中止を求めたときは、これに応じること。

８　５又は６のほか、他人に認証、格付又は格付の表示に関する情報の提供を行うに当たっては、認証に係る農林物資以外の製品について県の認証を受けていると誤認させ、又は県の認証の検査の内容その他の認証に関する業務の内容について誤認させるおそれがないようにすること。

９　県が行う調査等に協力するとともに、検査等に係る手数料を遅滞なく納入すること。

10　毎年２月末までにその翌年度の生産計画を知事に報告すること。

11　毎年６月末までにその前年度の格付実績及び認証に係る面積を知事に報告すること。

12　格付に関する記録を、当該農林物資が出荷されてから消費されるまでに通常要すると見込まれる期間が一年以上である場合は三年間、一年未満である場合は一年間保存すること。

13　県は、認証生産行程管理者がＪＡＳ法施行規則第４６条第１項第１号ニ(1)から(11)までに掲げる条件を遵守しているかどうかを確認するため必要があるときは、認証生産行程管理者に対し、その業務に関し必要な報告若しくは帳簿、書類その他物件の提出をを求め、又はその職員に、外注先を含む事業所、認証に係るほ場等に立ち入り、格付、格付の表示、農林物資の広告又は表示、農林物資、その原料、施設、帳簿、書類その他物件を検査させ、若しくは従業者その他の関係者に質問させることができること。
14　認証の取消し又は格付に関する業務の廃止、格付に関する業務及び格付の表示を付した製品の出荷の停止を請求されたときには、認証生産行程管理者は県の要求どおりに、当該認証に係る格付の表示の付してある農林物資の出荷を停止すること及び県が適当でないと認める格付の表示の除去若しくは抹消をすること。また、認証に関するすべての情報の提供などを中止するとともに、認証書を返却すること。

15　認証書の写しを取引先等に提供する場合は、複製である旨を明記し、全てを複製すること。

16　ＪＡＳ製品に関連して持ち込まれた苦情に対して適切な処置を執るとともに、その記録を県の求めに応じて利用させること。

17　認証生産行程管理者が１から16までの条件に違反し、又は13の報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、若しくは13の検査を拒否、妨害若しくは忌避したときは、県は認証の取消し、又は格付に関する業務及び格付の表示を付した製品の出荷を停止し、又は県が適当でないと認める格付の表示の除去若しくは抹消を請求できること。

18　認証生産行程管理者が17の請求に応じないときは、県がその認証を取り消すこと。

19　県は、認証生産行程管理者の氏名又は名称及び住所、認証に係る農林物資の種類、認証に係るほ場等の名称及び所在地・面積及び農産物の種類、認証に係る認証番号並びに認証の年月日のほか、17の規定による請求をしたとき又は認証を取り消したときは当該請求又は取消しの年月日及び当該請求又は取消しをした理由並びに格付に関する業務を廃止したときには当該廃止の年月日を公表すること。

20　認証生産行程管理者は、その認証を取り消されたときは、当該認証に係る格付の表示の付してある農林物資の出荷を停止すること及び県が適当でないと認める格付の表示の除去若しくは抹消をすること。

21　県は、認証生産行程管理者が、その認証を取り消された日から相当の期間が経過した後も、当該認証に係る格付の表示の付してある農林物資の出荷の停止及び県が適当でないと認める格付の表示の除去若しくは抹消を行わない場合は、その旨を公表すること。

22　21に規定する事項の公表については、公表の開始の日から一年を経過する日までの間とすること。
　　　
　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　石川県知事　　　　　　　様

                        生産行程管理者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　住　　　　　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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